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i n t e r v i e w

日本・アメリカ・韓国・オランダの代表者に聞く エキスポがもたらしたもの

インターネット1996ワールドエキスポジション
その成果と今後の課題
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た。もちろん、エキスポ終了後も45Mbps

の回線は残ります。

カール：アジアからの貢献には大きなものが

ありました。アジアのインターネット回線は今

ではアメリカと比べても遜色がなく、場合

によっては上回ることがあります。

村井 純（以下村井）：日本についても同様で

す。今回のイベントは、エキスポという名の

もとに行われたインフラストラクチャー整備

のための挑戦として位置づけられることに

なるでしょう。規制その他の問題で困難も

ありましたが、実験であるということで、

電話会社でも通常ではできないことが可能

になったのです。この新しい基盤整備のチ

リウムの竹村真一さんや伊藤穣一さんを初

めとする「デジタル原宿」の企画などのた

めに結集した人たちが、その活動を今後も

続けていくということでしょう。数多くの人

たちが面白くて重要な新しいことを次々に

始めていくこと、これこそ私たちが望んでい

たことなのです。そうした人たちの中には、

各国政府の指導者もいれば、坂本龍一さん

のようなアーチストもいるし、一般個人など

も含まれています。

ロブ・ブロクジル（以下ロブ）：ヨーロッパはそれ

ほどラッキーではありませんでした。ヨーロ

ッパにおける回線事情から、エキスポ専用

の回線は持てなかったのです。しかし、カ

ールの言ったほかの2つの側面、すなわち

人々がエキスポの精神に基づいて継続的に

活動していくことが成果として残りました。

キルナム・チョン（以下キルナム）：このエキスポ

がきっかけとなり、アジア各国でホームペー

ジの制作が真剣に行われるようになりまし

：エキスポはどのような遺産を残してくれ

たのでしょうか。

カール・マラムッド（以下カール）：3つの重要な

遺産が残されたと思います。

1つは世界中のコンピュータがネットワー

ク化された「セントラルパーク」、すなわち

グローバルビレッジの中の公園です。現実

の博覧会でも、会期終了後には会場が公園

などとして残されるでしょう。

第二の遺産は「インターネット・レールロ

ード」（45Mbpsの国際回線）です。レール

ロードそのものはエキスポ終了後、物理的

にはなくなってしまいますが、それでも大切

なものを残してくれました。かつて、国際

回線といえば1.5Mbpsでしたが、エキスポ

では45Mbpsが使われたのです。これによ

って国際的な相互接続の水準が高められた

と言っていいでしょう。日本と海外との回

線速度は25倍と劇的に向上し、それは韓

国でも同様でした。

第三の、そして最も重要な遺産は、センソ

村井 純（慶應義塾大学助教授）

カール・マラムッド（マサチューセッツ工科大学メディアラボ研究員）

キルナム・チョン（韓国科学技術院教授）

ロブ・ブロクジル（オランダ高エネルギー物理学研究所）

1996年1月1日からインターネット上で開催された万国博覧会「インターネット1996ワ

ールドエキスポジション」（以下エキスポ）が12月31日をもって終了する。このイベント

には世界130か国の国々が参加し、インターネット上でさまざまなコンテンツが紹介され、

実験的イベントが繰り広げられた。

インターネットマガジンでは、「インターネット1996ワールドエキスポジション」を支えてき

た代表者の方々に、この記念すべき実験の成果と今後のインターネットの課題につい

て大いに語り合っていただいた。 インタビュアー：本誌シニアコラムニスト 今泉 洋
photo:picatti dandolini

インターネット1996ワールドエキスポジション
1996年1月1日から12月31日まで、インターネット上で開催
された博覧会。日米欧を45Mバイトの専用回線でつなぎ、エ
キスポ専用サーバーが設置された。
j http://park.org/
日本ゾーンの入り口
j http://park.org/Japan/
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ますよ。エキスポは、人々に実験の場を与え

たのです。もし、私たちが何もせずに情報

基盤が拡大するのを待っていたとしたら、

とんでもなく時間がかかったことでしょう。

エキスポは実験の場を予定より早く提供し、

問題と課題をいち早く明らかにしたので、

そういう意味では加速度をつけるためのう

まいやり方であったと思います。

カール：5年から10年進んだという例として

は、エリツィンやクリントン

など10人の国家元首がエキ

スポを支持してくれたこと、

わずか1年で回線容量が25

倍になったことなどが挙げら

れるでしょう。さらに、今まで

とはまったく違ったものが生

まれたというふうにも考えら

れるでしょう。何年後の未

来を実現したというように直

線的に考えるのではなく、違

う方向に進んだのだと。つま

り、「変化」が起こったのです。

：エキスポで最も恩恵を受

けた人は誰でしょうか。

カール：参加者すべてです。

エキスポにはこれまでに130か国が参加し、

子どもから大人、エンジニア、政府機関と、

さまざまな人や組織が参加しました。

：みなさんにとって、個人的に最も魅力的

だったイベントは何でしたか。

カール：私はブレインオペラ（注：マサチュ

ーセッツ工科大学のトッド・マコーバー教

授が開発した電子楽器やインターネットで

送信されたサウンドを使用して演奏された

リアルタイムのコラボレーションライブ）の

イベントで何週間もリンカーンセンターと

東京で仕事をしました。そこで、マサチュ

ーセッツ工科大学のメディアラボの学生た

ャンスを利用して、一般家庭向けに

128Kbpsの専用線を用意し、高速バックボ

ーンも整備されました。エキスポが終了し

ても、これらはビジネスチャンスにつながっ

ていくでしょう。

また、インターネットの将来のためには、

ルーターをはじめとするネットワーク技術の

専門家やオペレーションエンジニアが大勢

必要です。そして、そのために、さまざま

な状況で実地経験をしなければなりません。

たとえば、それはストリームワ

ークスのオペレーションであっ

たり、ルーターだったりする

わけです。

エキスポでは、ルーターの設

定1つとっても、さまざまな

障害を長い時間をかけて1つ

1つ克服していかなければなり

ませんでした。エキスポは1つ

の実験場であって、実際には

全国の大勢の人が現実の問題

に日々遭遇したのです。

さらに、コンテンツの制作

にあたったミュージシャンた

ちも、独自の視点からインタ

ーネットの持つパワーという

ものを経験することができた

はずです。

12月にはミュージシャンの坂本さんとイ

ンターネットでリアルタイムのMIDI演奏に

挑戦しようとしています（編集部注：12月

16日に水戸芸術館で行われたコラボレーシ

ョンライブ）。以前行われたストリームワー

クスを使った坂本さんの1回目の演奏実験

は、必ずしも満足のいく結果ではありませ

んでしたが、2回目はずっと改善されました。

音楽やグラフィックスなどの分野におけ

るアーチストたちにとっても、エキスポでは

さまざまな試みをする機会がありました。

坂本さんと同じような活動をするアーチス

トもほかに出てきています。このようなチ

ャレンジ精神が触発されたことがエキスポ

の最も大きな成果だったと言えるでしょう。

カール：アーチストというのはもともと技術

志向があって、たとえば画家は光や材質を

深く理解しなければなりませんし、そこか

ら創造が行われるわけで、坂本さんの場合

も音響システムを理解するようにインター

ネットを道具として使いこなし、自らの芸

術に取り込んだということなのでしょう。

：エキスポの開催前に、村井さんはこれに

よってインターネットが5年から10年先に進

むとおっしゃっていましたが、その点で成功

したと言えますか。

村井：実際には、3年から5年と言ったので

すけどね……。

全員：（笑）

キルナム：芸術とテクノロジーの融合を促し

たというのは確かです。

カール：政府や社会における変化もね。

村井：5年とか10年とかはともかく、進化

のスピードは速まったのではないかと思い
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ちと一緒に本物のオペラをインターネット

上で成功させたのですが、これが最も印象

深かったです。

ロブ：「インターネット上の牛」（注：オラ

ンダパビリオンの中にある「Cow Simulator」

のこと。インターネット上で自分の牛を登

録し、仮想空間で飼育する）はジョークと

して始められたものですが、たくさんの人

が牛を飼えるシミュレーションは面白かっ

たし、人気を集めました。

キルナム：私にとって印象深かったのは、各

国の協力によってカンボジアやベトナム、

ブルネイなどの東南アジアの国々が初めて

ホームページを持ったことです。タイとフ

ィリピンは、カンボジアやベトナム、ブー

タンがホームページを作る際にたいへん協

力をしてくれました。

村井：私の場合、すべてのことが印象深か

ったのですが、とりわけこのエキスポのため

に働く人々の姿が強く記憶に残っています。

さらに、Webページの中で特に印象的だ

ったのは、センソリウムのテーマパビリオン

です。ここには、世界中の地震の情報をビ

ジュアルに見せる試みなどがありました。分

散された既存の地震の情報を利用した新し

い表現ですが、これを政府の予算でやろう

としたらどれだけのお金がかかるでしょう

か。インターネットは、このような分散さ

れた個々のデータに世界中から自由にアク

セスすることを可能にしたのです。

ただ、当初、国内ではこのサイトについ

て分かりにくいという不満の声もありまし

た。人々はもっと分かりやすく、派手で楽

しめるものを期待していたようです。日本

のオフィシャルスポンサーの企業サイトの

分かりやすいコンテンツは始めからこのよ

うな期待に応えましたが、やがて、このテ

ーマパビリオンもとても魅力的なものであ

ると評価されるようになりました。

I n t e r n e t  1 9 9 6  W o r l d  E x p o s i t i o n

カール・マラムッド
Carl Malamud

マサチューセッツ工科大学メディアラボ

客員研究員。インターネット1996ワー

ルドエキスポジションの創設者。

ロブ・ブロクジル
Rob Blokzijl

オランダ高エネルギー物理学研究所

（NIKHEF）ネットワーク・マネージャ

ー。RIPEの議長も務める。

村井 純
Murai Jun

慶應義塾大学環境情報学部助教授。

インターネット1996ワールドエキスポ

ジション日本組織委員会実行委員長。

キルナム・チョン
Kilnam Chon

韓国科学技術院（KAIST）コンピュー

タサイエンスコース教授。エキスポ国際

委員会メンバー。
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：人々が世界認識のための新たな手段を

手に入れたということですね。

村井：そうです。インターネットを使えば、

それが可能ですし、そのような活動が今後

も続いていってほしいと思います。

：エキスポの次のステップは？

カール：これからも「セントラルパーク」を

共同で運営していきます。ただし、すべて

のWebサイトが必要なわけではありません。

それは世界のプロバイダーが担当してくれ

るでしょう。Webサイトが世界を巡回する

ようなことも考えられます。私個人として

はMITメディアラボに客員研究者として参

加し、インターネットを新しい観点から研

究することになっています。

キルナム：今回のエキスポは、アジアでバー

チャルコミュニティーを建設する第一歩で

した。アジア太平洋地域をカバーする最低

限の回線網はできたので、今後はこれをア

ジア全体に拡げることと個別のユーザーグ

ループを作ることが課題となります。これ

にはかなりの時間がかかるでしょう。

エキスポでは、日本や韓国は自分の国内

にバーチャルコミュニティーを作ることにか

なり時間を割いていましたが、次のステッ

プではそうしたバーチャルコミュニティーの

相互連携を強化し、アジア全体としてのコ

ミュニティー作りに力を入れることが大切

でしょう。

村井：エキスポには、法律家やアーチスト

などさまざまな分野の人々が参加したので

すが、これをきっかけに実際の社会がイン

ターネットとどう関わり合っていくのかを
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考えていきたいと思います。

また、インターネットを支える個々のテ

クノロジーはまだ成熟したとは言えません。

高速スイッチやリアルタイムのマルチキャ

ストなどはまだまだ課題がたくさんありま

す。私たち研究者は、そうした問題点を解

決しなければなりません。

特に日本では、来年はさらに多くの人が

インターネットを利用するようになるでし

ょうから、そのための基盤整備も急務です。

もちろん、キルナムさんがおっしゃったよう

に、アジアの国々にインターネットを拡大

することも大事で、われわれもアジア地域

をカバーする衛星通信網の構築を始めたば

かりです。

カール：日本のインターネットは村井さんが

中心となって実際に作り上げてきたのです。

そして、そのインターネットはハリケーンの

ように急成長しましたが、その目の部分に

いるのが彼なのです。バックボーンが成長

し、さまざまなプロジェクトが進行し、それ

をコントロールしているわけですから、彼が

超多忙なのも無理はないですね。当分この

ハリケーンはおさまりそうもないでしょう。

全員：（笑）

：近い将来、今回のエキスポのようなイベ

ントが再び開かれることはあるでしょうか。

カール：今回のケースをモデルにして、誰か

がやってくれたらうれしいですね。実際の

万国博覧会でも最初はロンドンで次はパリ、

そしてシカゴと次々に開催されたのですか

ら……。今回のエキスポはネットワーク上

のものですが、次回はこの経験をもとに誰

かがわれわれよりも上手にやって、われわ

れのどこが間違っていたのかを指摘してほ

しいですね。

キルナム：別のグループが別のアプローチで

自由にやっていただいたら、さらに広がり

「最新のアプリケーションを駆使するのもいいです
が、ラテンアメリカや中央アジアなどのネットワーク
環境も考慮すべきでしょう。どうすれば彼らが参加で
きるのか。それが宿題として残っています」

（キルナム・チョン）

「人々がエキスポの精神に基づいて継続的に
活動していくということが成果として残りまし
た」（ロブ・ブロクジル）

「数多くの人たちが面白くて重要な新しいことを次々
に始めていくこと、これこそ私たちが望んでいたこと
なのです」（カール・マラムッド）

「エキスポは、人々に実験の場を与えたのです。も
し、私たちが何もせずに情報基盤が拡大するのを待
っていたとしたら、とんでもなく時間がかかったこと
でしょう」（村井 純）
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があるでしょうね。

カール：そうです。インターネットが世界的

なものだからと言って、誰もが同じことを

する必要はありません。

キルナム：今年の初め、われわれが高速回

線を重視しすぎていると言って苦言を呈し

た人たちがいました。高速であること自体

に問題はないのですが、アフリカのいくつ

かの国のように4.8Kbpsのダイアルアップ

しか使えない国があることも事実です。最

新のアプリケーションを駆使するのもいい

ですが、ラテンアメリカや中央アジアなど

のネットワーク環境も考慮すべきでしょう。

どうすれば彼らが参加できるのか。それが

宿題として残っています。

：最新テクノロジーを浸透させるための新

しいモデルとして、どのようなものが考えら

れますか。

カール：万博というのはとてもよいメタファ

ーでした。それ以外にもいろいろなメタフ

ァーがありますから、それを考えるのが次

の挑戦でしょう。

村井：私の研究グループにとってエキスポ

は発見と驚きの連続でした。彼らは実際に

この実験の場を作り上げたのですが、もっ

とよい呼び名はないかと考えています。「実

験の場」と言うと、あらゆる新しいテクノ

ロジーを実験する場所を意味しますが、そ

こで生まれてきたのはアーチストを初めと

するネットワークの専門家でない人たちでも

実際に体験でき、社会で実際に役立つ技術

だったのです。そこでエキスポの研究グルー

プでは「実験の場（test bed）」ではなく、

「実用的で体験可能な場所（workable

experiencable bed）」と呼びたいと思って

いるのです。要約すると、Webになるんだ

けどね。（笑）

村井：実用的で誰でも体験可能なテクノロ

ジーを開発すること、それがわれわれのグ

ループが目指していることです。そのような

環境を提供する自信が私たちにはあります。

カール：私たちの最終的な目標はインターネ

ットを完成させることであり、エキスポは

そのための1つの手段でした。エキスポはこ

の目標に進むための大きなステップでした。

私たちは実際に同じことを目指しているの

です。人々をネットワークでつなぐこと、

テクノロジーを広めること、インターネッ

トを構築すること……そのためにエキスポ

はよいメタファーだったのです。スケールは

違いますが、今までわれわれがやってきた

ことの延長線上にあるのです。今回の実験

で「インターネットで万博？ ああ、なるほ

ど」と人々がこのメタファーを理解し、気

に入ってくれたことに驚いています。

：エキスポでうまくいかなかったこと、そし

て来年以降の課題をお聞かせいただけますか。

カール：忙しすぎたことかな。（笑）いや、

資金調達ですね。これはいつでも大変です。

私たちがやっていることをまじめに受け取

ってもらうように説得するのはね。

村井：そう。また同じことをするのは難し

いかもしれない。今回は最初だったし、イン

ターネットの爆発的な普及もありましたから

ね。我々が提供できるものと社会的なニー

ズとがうまくシンクロしたときに可能となっ

たわけで、ラッキーでした。でも、個人的には

資金調達のことはもう考えたくないね。（笑）

カール：企業の中には対応がよくて驚かされ

るところもありました。しかし、私たちの

やっていることが彼らのビジネスにもプラス

になると説得するのはとても難しいことで

した。企業の中で個人的に賛同してくれる

人がいても、マーケティングやPRの担当者

を説得してまわるのは非常に時間がかかる

ものです。

村井：その点では、私たちはよくやったと

思えるし、各方面からの支援は本当にあり

がたかったです。協賛企業への見返りもき

っと満足のいくものだったと思います。何

よりもこのプロジェクトを成し遂げたこと

から生まれた自信は大きいと思います。で

も、もう一度やるかと聞かれたら……聞か

なかったふりをするかも……（笑）

：マラムッドさんは、エキスポに関する本を

執筆中と聞きましたが……。

カール：はい。エキスポの発端からの全記録

です。ダライ・ラマが前書きを、アメリカの

アーチスト、ローリー・アンダーソンがあと

がきを書いてくれることになっています。こ

の本には「コンサート・イン・ザ・パーク」

という音楽CDとエキスポのハイライトを収

めたCD-ROMが3枚付いてきます。この

CD-ROMは、T1回線並みのスピードで今

回のエキスポを楽しめるようになっていま

す。97年の10月にアメリカと日本の同時

出版を予定しています。

どうもありがとうございました。
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